
感染症についてのお知らせ
墨田区保健所 保健予防課 感染症係
電話 03-5608-6191(直通) FAX 03-5608-6507

令和7年

6月号

東京都内の感染症流行情報

第20週（2025年5月12日から5月18日）の定点あたり報告数
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A群溶血性レンサ球菌咽頭炎

都内で報告数が急増しています

どんな病気？
A群溶血性レンサ球菌咽頭炎は「溶連菌」と聞くことの方が
多いかもしれません。A群レンサ球菌という菌が原因となる
上気道の感染症です。
典型的には、2〜5日の潜伏期間の後、突然38℃以上の発熱、
咽頭発赤、苺状の舌などの症状が現れます。おう吐を伴う
場合もあります。熱は3〜5日以内に下がり、1週間以内に症
状は改善します。まれに重症化し、喉や舌、全身にざらざ
らとした発赤がひろがる「猩紅熱（しょうこうねつ）」に
移行することがあります。

東京都 4.41人/週 前週（2.82人/週）
墨田区 1.00人/週 前週（1.00人/週）

どうやってうつるの？
感染している人の咳やくしゃみなどのしぶきに含まれる細菌
を吸い込むことによる「飛まつ感染」、あるいは細菌が付着
した手で口や鼻に触れることによる「接触感染」があります。
家庭や学校での集団感染が多く報告されます。

どんな治療をするの？
抗菌剤による治療を行います。腎炎などの合併症を防ぐた
め、症状が改善しても主治医に指示された期間、薬を飲み
きることが大切です。
喉の痛みがひどい場合は、柔らかく薄味の食事を工夫し、
水分補給を心がけましょう。

予防はどうしたらいいの？
承認されたワクチンはありません。手洗い、咳エチケット
が有効です。



6月は東京都HIV検査・相談月間です

検査当日に結果を知ることができる
HIV・梅毒即日検査を実施します。
事前予約制で、区民に限らず匿名・
無料で受けることができます。
詳しくは区HPをご覧ください。

ひきふね図書館 ２階プロジェクトコーナーで展示を行います

▶HIVとエイズって何が違うの？

HIVとは・・・
「ヒト免疫不全ウイルス」といい、
ヒトの免疫細胞に感染してこれを破壊します。
エイズ(AIDS)とは・・・
HIVに感染した人が、免疫機能の低下により特定
の合併症を発症した状態のことです。

ひきふね図書館（京島１－３６－５）
曳舟駅（東武スカイツリーライン、東武亀戸線）徒歩５分
京成曳舟駅（京成押上線）西改札口徒歩３分
墨田区曳舟文化センター前（都営バス）徒歩３分
曳舟文化センター（区内循環バス）徒歩３分
とらばし児童遊園（区内循環バス）徒歩４分

主に性行為によって感染するHIVや梅毒、
クラミジアなどについて学んでみませんか？

薬剤耐性（AMR）とは、感染症の原因となる
微生物（細菌・ウイルスなど）に本来であれば
効くはずの薬が効かなくなることです。私たち
にできることはなんだろう？

◆５月１６日（金）～６月１８日（水）
「HIV・性感染症」

◆６月２０日（金）～７月１６日（水）
「薬剤耐性対策」

申し込みは
こちらから


